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Eurema 属 の 種 の 分 布 は その ほとん ど が 熱帯 地域 に 集中 し て お り , また その 近 緑 属 も 熱帯 に 分 布 す る も の が 多い 
と と か ら 本 属 の 起源 は お そら く 熱 帯 地域 で ちっ た と 考え られ る . し か し 若干 の 種 は 温帯 北部 (た と えば 日 本 の 本 州 
や 北米 中 部 ) まで 分 布 を 拡げ て お り , と れ ら の 種 に 共通 し て み ら れ る 特徴 は 顕著 な 季節 型 を と も な う 成 虫 越冬 性 を 
准 得 し て いる と と で ある . そし て 成虫 越 を を お と な う 季 節 型 が 秋 型 (乾季 型 ) の み で ある と と か ら , と これら の 種 が 
北進 する た め に , 季節 型 の 果 し た 役割 は 恒 妥 で あろ うと 考え られ る . 日 高 ・ 会 田 (1963) に よれ ば , キタ テハ 
Polygonia c-aureum Linnaeus で は 科 節 型 は 主 に 幼虫 期 の H 民 に よっ て 決定 され , 秋 型 は 卵巣 成 処 度 や 寿 舎 の 点 で 自 
型 と 異な り 成虫 休眠 型 で も る と と が 明らか に され た . 

と の よう に 夫人 節 型 の 生態 的 ・ 生 理 的 側面 を 把 所 する と と は 北方 へ の 分 布 拡大 を 理解 する た め に 重要 で あろ うと 思 
われ る . そ と で 著者 は 日 本 産 Eurema JROFF ad E. hecabe mandarina de VOrza と ツマ グロ キチ ョ ツウ E. laeta 
bethesba Janson を 材料 に し て , 両者 の 光 周 反応 お よび 夏 ・ 秋 型 の 卵巣 成就 度 , 寿命 の 相違 を 比 輸 し た . その 結果 , 
予備 的 な デー ター で は ある が , これ ら の 点 に つい て 両 種 間 に か な り 顕 著 な 相違 が 認め られ た の で と て に 報告 する . 

木 文 に 入る に 先 だ ち , 日 項 か ら 超 切な 御 指導 を いた だ いて い る 九州 大 学 教養 部 円 水 降 教 授 , 三枝 豊平 助教 授 , 中 
西 明 徳 助教 授 , 吉浜 氏 に 厚く 御礼 中 し 上 げ る . また , 本 論文 の 校 関 を 快諾 され 種々 の 御 指摘 を いた だ いた 弘前 大 学 
了 学 部 正木 進 三 教授 に 深く 感謝 す る . な お 未 筆 な が ら 実 験 材料 の 提供 に 協力 下さ っ た 後藤 安 一 郎 氏 に 御礼 申し 上 げ 
Z. 











材料 お よび 実験 方 法 





実験 用 いた 材料 の うち , キチ ョ ウ は 福岡 市 , ソ マグ ロキ チョ ウ は 長崎 県 大 村 市 並 松 に お いて それ ぞ れ 1972 年 6 
月 採集 され た 第 1 化 の 夏 型 の 母 媒 か ら 採 卵 し た 材料 を 用 いた . 

1) 季節 型 発現 と 日 長 

幼虫 期 の 飼育 は 25 よ 1"C。 60% RH., 日 長 15 時 間 (SL. 9D.) の 条件 に 設定 し た 飼育 室 で 行なっ た . 日 長 9, 
10, 11, 12, 13, 14 時 間 の 光 周 条件 を 得る た め , 吐 期 に は 木製 の 吐 条 に それ ぞ れ 収 容 し た . 照明 装置 は 40 W oR 
JIT 2 本 を 用 い . 飼育 容器 の 受け る 照度 は 約 100 Lux. で あっ た ・ 供 試 個体 は 各 日 長 条件 に つい て キチ ョ ウ は 25 頭 , 
ッッ グロ キチ ョ ウ は 40 頭 と し た . 飼育 容器 は 若 齢 時 は 7X9 cm の 腰 高 シャ ー レ を 用 い , 終 齢 以降 は キチ ョ ウ で は 
シャ ー レ を 2 個 に ふやし , ツマ グロ キチ ョ ウ で は 33X23X5.5 cm の 透明 プラ スチ ッ ク ケ ー ス に 移し た . REM 
ぐ 目 的 で 食 章 の 切 口 は 水 を 含ま せ た 脱脂 綿 で 包ん だ . その た め 飼 育 容器 内 の 湿度 は ほぼ 100 % で あっ た . ALM 
化 後 は 食 草 その 他 を 取 除 いた の で 容器 内 の 湿度 は 飼育 室内 の 湿度 ( 約 60 % RH.) に ほぼ ば 等 し く な っ た も の と 思わ 
れる (日 長 条件 , TERE, ML OH). 食 草 は , キチ ョ ウ は ネム ノ キ Albizzia Julibrissin Durazzini, 
ッッ グロ キチ ョ ウ は カワ ラ ケ ッ ツメ イ Cassia Nomame (Sieb.) Honda に 限定 し た . 以上 の 方 法 で 財 化 直後 か ら 羽 化 
まで 飼育 し , 羽化 成虫 の 季節 型 に つい て 調べ た . 
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2) 卵巣 成熟 度 

お も に 1) の 実験 で 得 ら れ た 成虫 を 用 い , 羽化 後 一 定期 
間 を お いて 解剖 し 卵巣 発育 の 状態 を 調べ た . ゃ 成虫 は 凌 を ク 
リッ プ で 固定 し , 1A 1 回 約 10 倍 に 水 で 薄め た 局 方 蜂蜜 を 与 
えて 飼育 し た (fig. 1). 成 束 卵 で も る と いう 判定 は , 便宜 上 , 
卵 波 が 明確 に 形成 され て いる 点 と , 産 下 され た 卵 て ほぼ 等 
し い 大 き さ で ある と いう 2 点 を 備え て いる と と を 基準 に お ぉ い 
た . な お 卵巣 発育 に 関し て 温度 の 影響 が 考 上 訟 さ れ た の で , 高 
温 区 (25 上 1°C, 日 長 15 時 間 ) と 低温 区 (15 エ 9?C, 全 明 条件 ) 
で 比較 し た . 


ーー 3) 寿命 の 比較 
2) で 述べ た と 同様 の 方 法 で 成虫 を 飼育 し , 羽化 日 か ら 死 亡 
日 まで の 日 数 を 調べ た . た だ し 高温 区 の 場合 5 日 以内 , 低温 


Fig. 1. A clipped butterfly sucking nectar which 区 の 場合 7 日 以内 に 死亡 し た も の は 摂 食 し な か っ た と と に よ 


is used for studies of longevity and ovarian る 死亡 が 考え られ る の 除外 し た . 
development. 
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実 験 結 果 

1) 季節 型 発現 と 日 長 と の 関連 

9 て 15 時 間 の 各 日 長 で 飼育 し , 両 種 に つい て 各 卒 節 型 の 羽化 数 を 調べ た と と ろ table 1 に 示す よう な 結果 を 得 
た . と の 場合 , 各 季 節 型 の 判別 は 次 の よう な 基準 か ら な され た . 

ツマ グロ キチ ョ ウ の 場合 は , や や 小型 で 次 型 が 丸み を お び 後 甚 裏 面 の 斑紋 が 痕跡 的 な も の を 真 型 (Rg.8), 夏 型 に 
ENTATH (と く 前 其 頂 と 後期 第 3 脈 の 外縁 部 ) が 著しく 角 ば り 後 甚 裏 面 に 2 本 の 平行 帯 が 明瞭 に あら あわ 
れる も の を 秋 型 と 判定 し た (fg. 9). ツマ グロ キチ ョ ウ は と の よう な 基準 で 例外 な く 夏 型 か 秋 型 か の 判定 が で きた 
が , キチ ョ ウ に つい て は 夏 型 と 秋 型 の 相 倍 は 不明 瞭 で 豆 紋 上 の 差 は 連続 的 ・ 段 階 的 で ある. すなわち キチ ョ ウ だ つ 
UY TIS RIMES IK < WIRES HED OREO b DEER (figs. 2, 3), 翔 表 外 緑 黒 帯 が ほとん ど 消 失 
LDTR OAR < IRO RTO BEBE TITHE < WINE 7 O BURR < ICR OREO BIN B MIO b OL PHL 
定 し た (figs. 6, 7). 中 間 型 と し た も の は 夏 型 と 秋 型 の 中 間 的 な 斑紋 を あら わす も の で , 通常 TANDRE 
常 の 巾 が 一 様 に 狭く 黒 淀 の 2, ZROMABBHOSD (fig. 4), 9 で は 後期 表 外縁 時 帯 が ほぼ ば 完全 に 消 大 し た も の 
で ある (fig. 5). 

Table 1 を も と に し て 光 周 反応 曲線 を 描い て みる と fig. 10 に な る . Table 1, fig. 10 か ら 明 ら か な よう だ,。 ツ 
マグ ロキ チョ ウ で は HH 長 13 時 間 以 下 の 照 明 区 で は 100% 秋 型 が 羽化 し , 日 長 14 時 間 以 上 の 照明 区 で は 1002% 夏 型 が 羽 





Table 1. Influence of different photoperiods at 25+1°C on the seasonal forms of Eurema 
hecabe mandarina and Eurema laeta bethesba. 











Eurema hecabe mandarina Eurema laeta bethesba 
Day-length 7 

(hr.) Summer form Intermediate form Autumn form Summer form Autumn form 

9 = ーー =: = = 

10 0 9 2 — ーー 

1 1 9 ] 6 0 13 

12 15 4 2 0 25 

13 10 0 0 0 27 

14 8 0 0 24 0 

0 


15 Gs 0 19 0 
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Figs. 2-9. The seasonal forms of Eurema hecabe mandarina and Eurema laeta bethesba emerged in the 
laboratory: (2) Eurema hecabe mandarina, summer form ¢ (day-length 13 hours); (3) ditto, summer 
form 9 (»); (4) ditto, intermediate form $ (day-length 11 hours); (5) ditto, intermediate form 
2 (»); (6) ditto, autumn form @ (»); (7) ditto, autumn form 9 (»); (8) Eurema laeta bethesba, 
summer form ¢ (day-length 15 hours); (9) ditto, autumn form 3 (day-length 11 hours). (Right 
half of each figure shows underside.) 
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ーー 
化す る と いう 非常 に 明確 な 夏 ・ 秋 型 の 交代 が み ら れ た . 一 方 , キチ ョ ウ で は 日 長 12 時 間 以 下 の 照 明 区 で 中 間 型 お よ 
び 秋 型 の 羽化 が み ら れ る が , それ ら の 各 照 明 区 の 全 羽 化 数 対す る 割合 は 40% 以 下 で あっ た . HELO RIO RX 
で は 100 % 秋 型 が 羽化 し た が 羽化 数 が 非常 に 少な いた め デ ー タ ー に 信頼 が お け な い . な お 両 種 の 日 長 9 時 間 の 照明 
区 お よび ツマ グロ キチ ョ ウ の 日 長 10 時 間 の 照明 区 で は 幼虫 期 , と くに 終 令 に な っ た 直後 に 全て 死亡 し た . 





100- e o——o. o 2) 卵巣 の 成熟 
\ HEOR - UMD I DIANE PLANE MIC ko CR 
| \ し た の が fig. 11 CHS. 卵巣 成熟 度 の 段階 は 便宜 上 , 成就 
| \ 卵 が み ら れ る 場合 +。 成就 卵 が 全く み ら れ な い 場 合 一, 成就 
+ \ 





卵 が み ら れ る 個体 と 全く み ら れ な い 個 体 が ある 場合 土 (お そ 
\ D < RRAS ORED DRAIO C & ZB i PE WIRE CHER & 


AUTUMN FORM (%) 
roa 
Oo 


れる ) と し た . な お 解剖 は 個体 数 の 制限 も あっ て 羽化 後 2, 
4, 8, 16, 32 日 目 を 原則 と し た . また 解剖 に 供し た 個体 は 
各 量 1 て 4 個体 に 限ら れ た . 
ェ プ ーー ィ | q T T T T = $ Eem o 

9 10 1 12 13 14 15 Fig. 11 に 示す よう に ツマ グロ キチ ョ ウ を 高温 区 (25 エ 1?C) 

AA で 飼育 し た 場合 HEU 4 A ECRANE KA bni 

Fig. 10. Relation between photoperiod and は や や 遅れ て 8 日 目 か ら 少 数 の 成 誤 卵 が み ら れ た . 一 方 , 低 
the percentage of emerging autumn form adults 


MX (15+3°C) TARE BX OW A & la OD INKAD 
in Eurema hecabe mandarina and Eurema laeta E RS 
bethesba at 254+-1°C. © Eurema laeta bethesba, BRA ABT DS KAY CS PE R30 ZI LT o MAIDA D 


@ Eurema hecabe mandarina. 


O 
| SES SE net Oe A 








れ な か っ た . また キチ ョ ウ に つい て みる と 夏 弄 は ツマ グロ キ 

















ia チョ ウ の 長 型 に 比べ て 成 惑 卵 の 完成 する 日 数 が 長 

p く , と くに 低温 区 で は その 傾向 が 顕著 で あっ た . し 

ca , | DL MS & AKAIO DRAB 7 v TAF a 7D 

> ee よう に 明確 な 差 が み ら れ な か っ た . 

daaa gena d a 3) 季節 型 に よる 寿命 の 比較 

2 グ 両 種 の 夏 ・ 秋 型 の 寿命 (生存 日数 ) を 高温 区 (25 

コー オー ] 41°C) と 低温 区 (15+3°C) に わけ て 調べ fig. 12 

a ee に 示し た ・ BAK CA MALL b FHN BHO 
024 8 6 024 8 “Bg - 倍 い は ほとん ど み られ な か っ た が , 低温 区 で は と く 


DAYS AFTER EMERGENCE (に ツマ グロ キチ ョ ウ の 場合 顕著 な 差 が み ら れ た . + 
Fig. 11. Comparison of the ovarian development of チョ ウ に つい て は 秋 型 の 材料 が 少な く 野 外 の 材料 を 
summer and autumn form adults in Eurema hecabe a a AR s 
mandarina and Eurema laeta bethesba under different 用 いた た め 正 確 な 比較 は で き な い が 前 種 と ほぼ 同様 


temperature conditions: upper panel, Eurema の 傾向 が うか が える . また いずれ の 場合 も キチ ョ ウ 
laeta bethesba; lower panel, Eurema hecabe mandarina. 


© Summer form, @ Autumn form の 方 が ッ マ グロ キチ ョ ウ よ り 寿 命 の や や 長い 傾向 が 
' l み ら れ た . 





考 paa 
1) 生活 環 と 光 周 反応 
山越 冬 や 幼虫 越冬 の 場合 と 同様 , 成虫 越 科 を 行なう 蝶 の 季節 型 決定 も その 外界 主要 因 が 日 長 で ある と 報告 され て 
いる (日 高 , 1963 ; 加藤 , 1963, 1964; FY, 1968). 本 実験 で 季節 型 決定 要因 が 日 長 で ある と と を 再 確認 で きた が , 
さら に Eurema 属 2 種 問 の 光 周 反応 の 人 違い が 両 種 の 生活 環 と どの よう に 関連 し て いる か を 検討 し た . 
Fig. 13 は 福岡 に お ける 自然 日 長 * と 平均 気温 お よび 両 種 の 野外 に お ける 人 各 季節 型 の 出現 MERLE OTH 
* 日 の 出 か ら 日 の 入 まで の 叶 間 に 夜明け 夕暮 れ の 蝶 が 感ずる 明 期 約 30 分 を プラ ス し た 日 長 . 
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る . 福岡 で は 両 種 と も お よそ 5 月 下旬 ~ 6 月 上 旬 に 第 1 (LO 
150- < | 夏 型 が 発生 し , 年 5 て 6 回 の 発生 を みる と 推察 きれ る . 次 に 
] 夏 型 か ら 秋 型 へ の 移行 時 期 だ 着目 し て みる と , ツマ グロ キチ 
ョ ウ で は 9 月 上 旬 か ら 1 カ月 ほど の 短期 間 に 夏 ・ 秋 型 の 交代 
が み ら れ る の に 対し て , キチ ョ ウ で は 9 月 か ら 夏 型 に 混 っ て 
中 間 型 が あら われ は じ め 秋 型 が 多く み ら れ る よう に な る の は 
a 10 月 中 旬 以 降 で ある . そし て 大 部 分 が 秋 型 に 移行 する 時 期 は 
5 11 月 に 入っ て か ら で あ る . 両 種 と も 越冬 する の は 秋 型 の み で 
あり 秋 型 は 翌 春 に な っ て 産卵 する . と と で ツマ グロ キチ ョ ウ 
の 室内 実験 に よる 臨界 日 長 約 13 時 間 30 分 を 野外 に お ける 本 種 
の 臨界 日 長 と みな す と (ツマ グロ キチ ョ ウ の 材料 は 長崎 県 大 
村 市 産 の も の で ある が 福岡 市 と は 距離 的 に 近い の で 臨界 日 長 
の 差 は 一 応 無 視 で きる ), その 日 長 と 一 致す る 時 期 は 8 月 下 
旬 て 9 月 上 旬 に な る . また その 時 期 の 平均 気温 も 25°C 前 後 
で 実験 室内 の 温度 条件 に ほ ば 等しい. 予備 的 な 室内 実験 か ら 
4 て 5 齢 の 幼虫 期 に 日 長 を 感じ と らし いと と が 判明 し て いる 
DT, 秋 型 の 端 期 9 日 (25 土 17C) と し て 秋 型 の 初見 日 が 9 月 
eee a eS. 9 日 1972 年 福岡 市 で 観察 ) で ある と と は 室内 実験 の デー タ 
Pam a ag, oh, キテ ャ ウ で 上 人間 か ら 日 
mandarina and Eurema laeta bethesba under 時 間 に あ た る 9 月 上 旬 よ り 中 間 型 お よび ご どく 少数 の 秋 型 が み 
different temperature conditions. O Summer られ る の で , 室内 実験 の 日 長 13 時 間 照明 区 に お ける 100% 
form adult emerged in the laboratory, @Au- 
tumn form adult emerged in the laboratory, 型 装 化 の デー ター か ら は 野外 観察 を 説明 で き な い . お そら く 
A Autumn form adult collected in the field. と れ は 25 エ 1°GC 恒 温 と いう 高温 の 影響 に 由来 する も の で あろ 
う . また 室内 実験 で は 日 長 12 時 間 30 分 以下 で も 夏 型 
の 羽化 が み ら れ る の に 対し, 野外 で は と の 長 さ の 日 
R (福岡 に お ける 9 月 下旬 10 月 上 旬 の 日 長 ) を 感 
受 す る と ほとん ど 秋 型 に 入れ 代 っ て し まう の は 温度 
の 低下 に よる 影響 で は な いか と 考え られ る . TOM 
は 両 種 の 秋 型 か ら 第 1 化 の 夏 型 へ の 移行 の 問題 と と 
žo と も に 低温 条件 下 に お ける 実験 に よっ て 明らか に さ 


ot ER” o 
2) 季節 


N 日 高 ・ 会 田 (1963) に よれ ば , キタ テハ の 秋 型 は 


MONTH In Rie es RUT oN = > で 
E] Summer form N Autumn form IE Intermediate form 卵巣 発 月 の 遅延 と 寿 ay の Hi 長 の 点 か 2 休眠 型 で あ 
, 夏 型 と は 形態 上 か ら も 明確 に 区 別 で きる と 報告 
Fig.13. Relation between the critical day-length 2 E Boe i ai 
and the time of transition of various seasonal forms in し て いる . と の 点 か ら 本 実験 で 扱っ た Eurema 属 2 
Eurema hecabe mandarina and Eurema laeta bethesba. The 種 の うち , と くに ツマ グロ キチ ョ ウ の 秋 型 は キタ テ 


day-length in the figure denotes hours from sunrise to 


sunset plus 30 minutes. A: Critical day-length of ハ と 同様 に 明確 な 休眠 性 を も っ て いる と 考え られ る 

Eurema laeta bethesba; B: Presumable critical day-length 。 そ し て 今回 の 実験 の 結果 か ら 秋 型 が 実質 的 に 休眠 

of Eurema hecabe mandarina. 型 と し て の 役割 を 果す た め に は 温度 の 低下 が 必要 で 
あろ うと 考え られ る . し か し キチ ョ ウ の 場合 は ツマ グロ キチ ョ ウ の よう 人 夏 型 と 秋 型 の 卵巣 成 負 の 人 違い は 明確 で は 
BW. キチ ョ ウ に お ける 季節 型 に 連続 的 な 移行 型 が 見 られ ら と と は , 休眠 性 の 点 で も 未 分 化 の 状態 を 反映 し て いる 
よう 人 思わ れる . 
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3) 季節 型 と 分 布 

本 実験 で 明らか な よう に , キチ ョ ウ と ツマ グロ キチ ョ ウ の 間 に は 季節 型 の 発現 様式 の みな ら ず 光 周 反応 や 成 遇 の 
SY BAT DUT HATS NED PESTS. し か し 世代 数 や 食 草 供給 の 季節 的 変化 に 関す る 限り 両 種 の 間 に ほ と ん 
ど 人 違い は み ら れ な い の で , 季節 型 に 閥 連 し た 相違 は それ ぞ れ の 種 の 進化 な いし は 分 布 の 歴史 的 な 差異 に 根ざし た も 
の で あろ う . 

と の 問題 を 考え る 手 掛 り と し て , キチ ョ ウ と ツマ グロ キチ ョ ツウ は 同じ Eurema 属 に 属す る が 明らか に 系 統 を 異 に 
する と と に 注目 する 必要 が ある . 比較 形態 学 的 な 研究 か ら , ツマ グロ キチ ョ ウ の 属す る daira 群 は 形態 上 の 多様 性 
を 擁し な が ら も 全体 と し て 原始 的 な 側 系 統 群 で あり , キチ ョ ウ の 属す る hecabe 群 は 多く の 共通 特 化 形質 を も つと と 
か ら daira 群 の 発生 以降 に 出現 し た 単 系 統 群 で も ろう と 考え られ る . そし て 両 系 統 群 と も に その 原始 的 な 種 は 熱帯 
な いし 亜熱帯 に 分布 圏 を も ち 季 節 型 を 全く 示さ な いも の や 史 い 季節 型 し か 認め られ な いも の が 少な く な い . それ ゆ 
え キ チョ ウ や ツマ グロ キチ ョ ウ に み ら れ る 顕著 な 季節 型 (成虫 休眠 性 ) は 両 系 統 群 に お いて 独立 に 生じ た も の と み 
る べき で あろ う . 仮に 季節 型 を 形成 する 能力 の 進化 速度 が 両 系 統 群 で は ば 等 し いな ら ば , 季節 型 の 分 化 が 形態 的 に 
も 生理 的 に も 顕著 な ツマ グロ キチ ョ ウッ は 不明 確 な 季節 型 を あら わす キチ ョ ウ に 比べ て , より 古い 時 代 に 季節 型 分 化 
の 道 を た どり は じ め た と 推定 で きる . も し そう な ら ば 両 種 の 分 布 拡 大 の 歴史 に つい て も 相違 が ある に 違い な い . ち 
な み に 両 種 の 現在 の 分 布 を 眺め て みる と , ツマ グロ キチ ョ ウ は イン ド ・ オ ー ス トラ リア 地域 の 熱帯 降雨 林地 帯 に は 
全く 分 布 せ ず , と の 空白 地帯 を は さん で 南北 両 半 球 の 温帯 な いし 熱帯 モン スー ン 地 帯 に 分 断 さ れ て 分 布 し て いる 
が , キチ ョ ウ で は 昌世 界 の 将 帯 か ら 温帯 に か け て 連続 的 に 分 布 し て いる (fg. 14). Eurema 属 は 熱帯 起源 の 属 で あ 
る と 考え られ る の で , 熱帯 降雨 林地 域 に 空白 地帯 を ちっ た ツマ グロ キチ ョ ウ の 生態 分 布 は 本 属 と し て は 二 次 的 な も 
の で あろ うと 考え ざる を 得 な い . 

と の よう 人 を 両 種 の 季節 型 に 関連 し た 差異 か ら 両 種 の 成虫 休眠 性 獲得 の 歴史 的 な 差 を 読み と る な ら ば , ツマ グロ キ 
チョ ウ の 方 が キチ ョ ウ よ り も 温帯 に 対す る 適応 度 が 高い と いう と と に な る . と と ろ が 両 種 の 分 布 北限 に つい て みる 
限り , 予想 に 反し て キチ ョ ウ の 北限 (青森 県 ) が ツマ グロ キチ ョ ウ の 北限 (宮城 県 ) より も 北方 に 位置 し て いる . 
と の 理由 と し て 考え られ る の は 両 種 の 幼虫 の 食性 の 差 で も る. ツマ グロ キチ ョ ウッ は 単 食性 の 種 で カワ ラ ケ ツ メイ 1 
種 を 食 草 と し て お り , 北方 に 分 布 する 他 の マメ 科 植 物 へ の 食性 転換 を し て いな い . と の よう に 本 種 の 分 布 北限 は カ 






































Fig. 14. Distribution of Eurema hecabe and Eurema laeta in the Indo-Australian Region. 
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ワラ ケツ メイ の 分 布 に 直接 制約 を うけ て いる 可能 性 が 強い . 一 方 , キチ ョ ウ は 季節 型 (成虫 休眠 性 ) 分 化 の 過程 に 
お いて 不 完全 な 状態 で ある に も か か わら ず , より 北方 に 分布 す る マメ 科 西 物 へ の 広範 な 食性 転換 や 強い 分 散 力 に よ 
っ て 分 布 を 拡大 し , ツマ グロ キチ ョ ウ の 北限 を 越え を て さら 日 本 列島 を 北上 する 途上 で あろ うと 考え られ る . 





摘 要 


1) 九州 北部 の キチ ョ ウ Eurema hecabe mandarina de VOrza と ツマ グロ キチ ョ ツウ Eurema laeta bethesba Janson 
に つい て , 241°C fal, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15 時 間 の 各 日 長 で 飼育 し 両 種 の 臨界 日 長 と 羽化 し た 夏 ・ 秋 両 
季節 型 の 卵巣 成就 度 お よび 寿命 を 調べ た . 

2) 両 種 と も 長 日 型 の 光 周 反応 を 示し , ツマ グロ キチ ョ ウ の 了 臨界 日 長 は 13 時 間 と 14 時 間 の 間 に あ る と と が 判っ た 
が , キチ ョ ウ で は 日 長 11 時 間 に お いて も る 秋 型 の 羽化 率 は 40% 弱 で あっ た (fig. 10). 

3) 両 種 の 夏 ・ 秋 型 の 卵巣 成熟 度 を 高温 区 (2541°C) と 低温 区 (543°C) で 調べ た 結果 , ツマ グロ キチ ョ ウ 
の 夏 型 で は 温度 に か か わら ず 羽 化 後 4 日 目 に は 成 惑 卵 が み ら れ た が , 秋 型 で は と く 代 低温 に お いて 卵巣 成 吾 の 著 し 
い 遅 延び が み ら れ た . 一 方 , キチ ョ ウ で は 夏 型 と 秋 型 の 卵巣 成 吾 に 前 種 ほ ど 違 い が み られ な か っ た . 

4) 高温 区 で は 夏 ・ 秋 型 に 明確 な 寿命 の 差 が な み ら れ な か っ た が , 低温 区 で は ツマ グロ キチ ョ ウ の 秋 型 の 寿命 が 著 
し く 延 長 し た (fig. 12). 

5) 実験 で 得 ら れ た 両 種 の 光 周 反応 の デー ター NN E ea Or mec 
長 に 左右 され る と と を 裏付け た . また キチ ョ ウ の 連続 的 な 季節 型 の 移行 も や は り 日 長 に 左右 され る が , と の 場合 温 
度 の 影響 が か な り 考 えら れる 
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Summary 


There are two distinct seasonal forms, the summer and autumn ones, in both Eurema hecabe mandarina de V’Orza 
and Eurema laeta bethesba Janson. The two species hibernate only in the adult stage of the autumn form. Ex- 
periments were carried out to elucidate the critical day-length for determination of the seasonal form and to com- 
pare ovarian development and longevity of the different seasonal forms by using materials collected in northern 
parts of Kyushu. The larvae and pupae were reared at a temperature of 25+1°C and photoperiods of 9, 10, 
11, 12, 13, 14, 15 hours per day. The result shows that there are distinct differences in the photoperiodic response 
between the two species, although both showed “‘long-day type” photoperiodic responses. The critical photoperiod 
seems to lie between 13 and 14 hours in Eurema laeta bethesba, but it is obscure in Eurema hecabe mandarina in which 
the autumn form was less than 40 per cent even in 11-hour photoperiod (fig. 9). The ovary of Eurema laeta bethesba 
(25+1°C and 15+4-3°C) matured on the fourth day after emergence independently of temperature in the summer 
form, while it developed very slowly especially at the low temperature in the autumn form. On the contrary, 
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there was no detectable difference in ovarian development between the summer and autumn forms in Eurema 
hecabe mandarina. In both species there was little difference in adult longevity between the autumn and summer 
forms at 25+1°C, while at 15+3°C, the autumn form survived much longer than the summer form (fig. 11). 
The seasonal succession of the different forms in the field can be explained by the day-length during the larval 
stage. Although the occurrence of seasonal forms in Eurema hecabe mandarina is affected by the photoperiod during 
the larval development, temperature seems also to exert some influence. 
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